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 乳 房 炎 に お け る 分 離 菌 の 状 況 と 薬 剤 耐 性 動 向             

： 伊 那 家 保  平 野 皓 己  

 

平 成 2 7 年 度 ～ 令 和 2 年 度 の 過 去 6 年 間 の 乳 房 炎 依 頼1  

検 査 3 , 0 5 1 検 体 に つ い て 菌 種 別 分 離 状 況 及 び 薬 剤 耐 性2  

率 を 調 査 。 分 離 状 況 で は レ ン サ 球 菌 （ S t r ） 1 , 1 4 4 株 、3  

コ ア グ ラ ー ゼ 陰 性 ブ ド ウ 球 菌 （ C N S ） 9 0 8 株 、 黄 色 ブ ド4  

ウ 球 菌 （ S A ） 8 1 6 株 、 大 腸 菌 （ E . c o l i ） 4 5 8 株 の 順 に 多5  

か っ た 。 ま た 、 S t r 及 び S A は 夏 期 に 分 離 割 合 が 減 少 、6  

C N S 及 び E . c o l i は 夏 期 に 増 加 。年 度 別 の 薬 剤 耐 性 出 現7  

率 は S t r で は ペ ニ シ リ ン に 対 し て 1 8 . 9 ～ 2 9 . 6 ％ 、ア ン8  

ピ シ リ ン 1 5 . 3 ～ 3 0 . 3 ％ 、 ネ オ マ イ シ ン 6 2 . 6 ～ 7 3 . 4 ％ 、9  

エ リ ス ロ マ イ シ ン 1 3 . 2 ～ 2 6 . 2 ％ 、オ キ シ テ ト ラ サ イ ク1 0  

リ ン 8 . 8 ～ 2 8 . 6 ％ で あ っ た 。 ま た 、 E . c o l i で は セ フ ァ1 1  

ゾ リ ン 及 び ネ オ マ イ シ ン の 耐 性 率 減 少 を 認 め た が 、 中1 2  

間 耐 性 率 の 上 昇 に よ り 、 感 受 性 率 の 低 下 を 認 め た 。 依1 3  

頼 検 査 検 体 の 多 い 1 0 農 場 で 、菌 種 別 分 離 状 況 及 び 薬 剤1 4  

耐 性 率 を 調 査 し 、 診 療 獣 医 師 か ら の 聞 き 取 り 調 査 を 実1 5  

施 。 検 討 内 容 を 診 療 獣 医 師 や 畜 産 農 家 に 還 元 す る こ と1 6  

で 乳 房 炎 対 策 に 寄 与 で き る と 考 え る 。  1 7  


